
帯広市立翔陽中学校 学校便り 第 １２ 号
令和５･３･２４発行
校長 海 鋒 達 也

《学校教育目標》
豊かな心で たくましく

意欲をもって 希望を叶えよ
ゆ め

＜ 式 辞 ＞ 校長式辞より抜粋

世界中を混迷の渦に巻き込んだ新型コロナ感染拡大の影響を
もろに受けた三年間でしたが、今あらためて自分の歩んできた
足跡を振り返ったとき、楽しいことだけではなく、つらいこと、
色々と悩んだこともあったでしょう。でも、そうした困難も、
皆さんが創意工夫の中で立派に克服してきたことに、心から敬
意を表します。ただし、そこには皆さんを支えてくださったご
家族や先生方、そして仲間の大きな力があったことを決して忘
れてはなりません。
人はこの感謝の気持ちをもてるからこそ、生きているこの時
間の一部を他人に対して費やすことができるのです。どうか、
今を生きていることに素直に感謝し、周りの事象や他人の行動
に関心を持ち、他人のために何か行動を起こせる使命感をもっ
た大人になってほしいと思います。
そのためには、身の回りに溢れている多くの情報から正しい

判断力で取捨選択をし、規範意識を持って、ぶれない行動をす
ることが大切になってきます。と同時に、困っている人やハン
デを負っている人を見たときに心を寄せる寛容さと融和の精神
が重要です。
その行動と精神によって、皆さんは一人の大人として完全な
自律を遂げ、これからの日本の安定した社会を作る一員として
各界で活躍していくことになるのです。
この翔陽中学校で培った自信と誇りを抱いて、自分の夢の実

現に向かって、ひるむことなく前向きに歩んでいってください。
日本の将来を担う大切な大切な宝物である皆さんの、有望な前
途を期待して式辞といたします。

【153名の旅立ち】
３月15日、第12回卒

業証書授与式が行われ

ました。感染対策のた

め、内容を一部短縮し

ての内容でしたが、３

年ぶりに全校生徒・保

護者・来賓を一堂に会しての開催となりました。（卒業生は、

小学校卒業式・中学校入学式も無観客でした）多くの方に

来ていただき、心温まるたくさんの言葉や、会場いっぱい

に響く歌声は、卒業生を温かくつつみました。義務教育最

後の日、卒業生の表情には感謝と決意が溢れていました。

「先輩の勇姿を引き継いで･･･」 在校生代表送辞より抜粋

私たちにとって三年生の存在は輝

かしく、目標でありました。そして、

いつもお手本となって導いてくださ

いました。私たちはこれから、三年

生が創ってきた翔陽中学校を先輩方の 【代表:新妻さん】

勇姿に習い引き継いでいきます。そして、ますます誇れ

る翔陽中学校にしていきます。三年生の皆様は三年間、

短く濃い学校生活を送ってきました。その時間に誇りを

持って進んでいってください。いままで本当にありがと

うございました。ご卒業おめでとうございます。

「感謝を込めて･･･」 卒業生代表答辞より抜粋

マスクと共にあった私たちの三年

間。体育祭、修学旅行、文化祭、全

てが私たちの記憶に鮮明に残ってい

ます。つらいことも、悔しいことも、
【代表:景山さん】 もちろんありました。しかし今振り

返ると、それらも私たちのかけがえのない思い出です。

この翔陽中学校でこの仲間たちと共に三年間を過ごせて

本当に良かった、本当の楽しかった、と心から思ってい

ます。保護者の皆さま、いつもわがままな私たちを支え

てくださり、そして何より、私たちをここまで育ててく

ださり、本当にありがとうございました。この先も多く

の迷惑をかけてしまうと思いますが、これからも私たち

をよろしくお願いします。そして最後に、私たちを支え

てくださった全ての方へ、ありがとうございました。

13日、同窓会入会式が行われまし

た。大口勝広会長からは「夢の実現に

向けて悩むことがあれば遠慮なく相談

してほしい。そのための同窓会です。

誇りを胸に、人と人とのつながりを忘 【代表:山崎さん】

れず困難を乗り越えてほしい。」との言葉をいただき

ました。それに対して大野幹事は「”人と人とのつな

がり”と”思いやりの心”を大切にし、誇りを持って

それぞれの道を歩んでいきたい」と決意を述べました。

＜ 第12期同窓会組織部員 ＞

１組：大野尋徳・髙井陽名 ２組：岸梅圭汰・太田凪咲

３組：山崎 蓮・後藤 幸 ４組：高橋一輝・荒木 葵

幹事：山崎 蓮（理事） 大野尋徳（副理事）







海鋒 達也 校長（退職）
保護者や地域の方々との交流の機会もない2年

間でしたが、その分生徒たちにはいつも「チョ
ッカイ」をかけさせてもらいました。翔陽中学
校で教職を終えます。皆様の益々のご活躍を心
より祈念し、お礼と挨拶に代えさせていただき
ます。ありがとうございました。

小笠原良祝 教諭（退職）
還暦を迎え、定年退職し、再任用という

形でさらに数年教員として働く予定です。
保護者の方々には様々な面で助けていただ
き、感謝の気持ちでいっぱいです。本当に
ありがとうございました。

井原 康則 教諭（退職）
この３月で、教員生活を終えることにな

りました。今年度は１年３組の担任をさせ
ていただき、よい生徒たちに恵まれ、忙し
いながらも楽しい毎日でした。本当にあり
がとうございました。

前田 智美 教諭（退職）
初任で翔陽中学校に勤務となり、４年間お

世話になりました。担任や卓球部の活動に対
して、多くの保護者の方々にご支援、ご協力
をいただいたこと、感謝しております。４年
間、本当にありがとうございました。

中村みゆき 事務主幹（退職）
この度、3月末をもちまして、定年退職することとなりまし

た。翔陽中学校では、７年間勤務し、保護者や地域の皆さま、
PTA会員の皆さまに大変お世話になりました。翔陽中学校の生
徒の皆さんのますますのご活躍を願って、最後のご挨拶とさせ
ていただきます。ありがとうございました。

大泉 昭人 教頭（帯広市へ）
「子どもたちに感動、保護者の皆さんに感謝」
の１年間でした。愛着のある帯広の礎を築い
たこの地域で働けたこと、子どもたちと共に
時間を過ごせたことは幸せでした。ご支援に
感謝申し上げます。お世話になりました。

2/24～3/21まで

□ 北海道中学生１年生団体王座ソフトテニス大会
＜女子＞十勝選抜（翔陽中より長澤実樹･伊藤瑚夏）全道10位

□ 北海道チャンピオンズカップ（野球）
翔陽中･四中出場（２戦２勝）

□ 全国中学生軟式野球大会
北海道選抜（翔陽中より田邊直孝･別府真治於）全国 Best４進出

（１・２回戦コールド勝ち、雨天順延により準決勝を辞退）

＜離任のあいさつ＞

富田 有 教諭（帯広市へ）
このたび、お世話になったこの地域とこの学校を離

れることとなりました。七年はあっという間でしたが、
多くの保護者の方や地域の方、何より生徒のみなさん
との交流が思い出深く、今でも感慨深く思い出されま
す。本当にありがとうございました。

宮内 勤 教諭（音更町へ）
初任でこの翔陽中学校で４年間お世話になりました。たくさ

んの方に支えていただきましたことを感謝申し上げます。最後
に全校での合唱を聞くことができて嬉しく思います。
また、担任や吹奏楽部の活動に対して多くの保護者の方々に

ご支援ご協力をいただいたきましたことを重ねて感謝申し上げ
ます。ありがとうございました。

谷内 雅美 教諭（帯広市へ）
１年間という短い期間ではありましたが、

この間、特に1年7組、サッカー部の保護者の
皆様には、大変お世話になりました。お子さ
んの今後の大いなる成長を心よりご祈念申し
上げます。有難うございました。

石田 香織 助手（帯広市へ）
文化祭や展示即売会では声をかけていた

だき、とても励みになりました。拙い支援
ではありましたが、暖かく見守ってくださ
り感謝しています。７年間お世話になりま
した。

小林 葉子 支援員（退職）
いつも明るく、笑顔で挨拶をしてくれる

生徒の皆さんにたくさんの元気をもらい、
とても幸せな３年間でした。素敵な時間を
ありがとうございました。お世話になりま
した。

３月7日、助産所ふたばの助産師

（本校卒業生の保護者）が講師を

務め、３年生を対象に命や性、思

春期の心と体について考える「いのちの学習」を行い

ました。奇蹟が重なって命が誕生すること、たくさん

の愛情で命が育まれていること、命のバトンを繋ぐ大

切さ、性のトラブルから身を守ることについて、スラ

イドや動画、イラストやクイズ、シミュレーションゲ

ームやロールプレイなどで具体的に学習しました。好

みや幸せは人それぞれで、唯一無二の自分・みんなを

尊重する大切さについて考えを深めました。授業後、

生徒を代表して景山さ

んが、「自分が幸せにな

るために、みんなが幸

せになるために、今日

の学習を生かしていき

たい」と感想を述べて

いました。

3月25日(土) 春休み～4月9日
4月10日(月) 着任式、始業式、入学式
11日(火) 生徒会入会式、対面式
15日(土) ＰＴＡ総会、学年･学級懇談会
18日(火) 全国学力･学習状況調査(3年)
25日(火) 副教材販売
21日(火) 保護者面談(1･2年)～5月11日
24日(月) 振替休業日(15日登校日の振替)
29日(土) 昭和の日

※ 現時点の予定ですので、変更もあります。


